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2012年 佐世保高専は
創立50周年を迎えます

50年の歩みを残し
未来に向けてさらなる発展

50th
Anniversary



　拝啓　時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

　佐世保高専は、全国に12校ある国立高専１期校の一つとして、また九州では唯一最初の高

専として昭和37年（1962年）に創立され、平成24年（2012年）に50周年を迎えます。そして、

創立以来佐世保高専は、多くの有意な人材を輩出し、卒業生は工業界を中心に広く活躍して

おります。

　この半世紀に及ぶ伝統校として発展してきた佐世保高専を祝い、また今後のさらなる発展

の基点となるべく、創立50周年記念事業を計画しました。本記念事業の基本方針としては、

「一過性のものでなく、佐世保高専の今後の発展につながるもの」としており、佐世保高専

のこれまでの歴史や活躍しているOBの記録を残し、また、現役学生や教職員とOB、企業

が連携して学校の教育を支援する事業にしたいと考えております。

　今回はその目玉として、記念会館の建設を計画しております。佐世保高専の歴史や関係す

る技術関係資料を保存、展示するとともに、ものづくりやクラブ活動、クラブ合宿に利用で

きる多目的スペースを設け、ロボコン製作やクラブ活動の支援等を行える有効な建物を建設

したいと思っています。展示スペースには、活躍しているＯＢや特徴あるＯＢ、教職員の紹

介パネルを展示し、また50周年記念事業へご協力頂いた全ての方のお名前を掲示させていた

だく予定です。多くのＯＢが気安く学校に足を運びこの記念会館で昔を懐かしみ、また、現

役学生は佐世保高専の歴史や先輩の活躍を知って自信と向上心を持つようになり、さらに、

一般市民や小中学生が佐世保高専の情報と素晴らしさを知る場になるなど、多くのことが期

待される建物です。 また、クラブ合宿や日常の文化系クラブの活動にも利用できるなど、ク

ラブ活動のさらなる隆盛も期待できます。

　半世紀に一度の特別な記念事業として、これまで巣立った6,000名を超える卒業生の力を結

集し、さらに、教職員や関係する企業の方々の協力を得て、是非この事業を成功させたいと

強く思っております。

　しかし、この事業を実現するためには、多額の資金が必要となります。厳しい経済状況の

中で甚だ恐縮に存じますが、趣旨をご理解いただき、50周年という半世紀に一度の記念すべ

き大事業に立ち会うことが出来るこの機会に、是非本事業へのご支援を賜りますよう心から

お願い申し上げます。

謹言　　
　　　　平成23年１月吉日

	 佐世保工業高等専門学校長	 中尾　充宏
	 同窓会長	 朝永　憲法
	 50周年記念事業実行委員長	 須田淳一郎
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佐世保工業高等専門学校　創立50周年記念事業募金要項

1.　募金団体
　独立行政法人国立高等専門学校機構　佐世保工業高等専門学校

2.　募金の目的
　佐世保工業高等専門学校創立50周年記念事業に係る業務を支援することを目的とする。

3.　記念事業計画
（１）50周年記念式典・祝賀会の挙行

平成24年11月11日（日）に予定（詳細については後日ご案内します。）
（２）50年誌の刊行
（３）50周年記念会館（仮称）の建設
（４）課外活動用ワゴン車の購入
（５）学生・教員支援基金の設立
（６）その他創立50周年記念事業への支援

4.　募金目標額

3,000万円

5.　募金期間
平成23年１月から平成24年３月

6.　募金の額

１口５千円（できるだけ２口以上のご協力をお願いいたします。）

・２口（１万円）以上の場合は50年誌を寄贈
・６口（３万円）以上の場合は50年誌の寄贈と祝賀会ご招待
　※50年誌だけの販売は原則として行いません。

7.　募金の対象者
（１）佐世保工業高等専門学校の卒業生及び修了生
（２）佐世保工業高等専門学校の教職員及び元教職員
（３）本記念事業に賛同する法人等（企業・団体等）及び個人



 8.　寄附金の払込（振込）方法
　できるだけ同封の払込（振込）用紙をご利用の上、次のうちいずれかの方法により払い
込み（振り込み）をお願いします。
（１）ゆうちょ銀行（郵便局）の振替口座へ払い込む場合

　同封の払込取扱票に必要事項をご記入の上、払い込みをお願いします。ＡＴＭのご
利用も可能です。
※卒業生・修了生については、同封の払込取扱票等に住所・氏名等を印刷しています

ので、住所等をご確認の上、変更がある場合は、適宜修正をお願いします。
※同封の払込取扱票をご利用になると払込手数料は不要です。（受取人負担（高専負担））

（２）親和銀行日宇支店の預金口座へ振り込む場合
ア．同封の振込依頼書をご利用の場合（窓口利用）

　同封の振込依頼書に必要事項をご記入の上、振り込みをお願いします。申し訳
ございませんが、ＡＴＭのご利用ができません。

イ．同封の振込依頼書を利用せずにＡＴＭで振り込む場合
　同封の振込依頼書を利用せずに銀行のＡＴＭから本校指定の口座に振り込みを
される場合は、振り込みをされた後、必ず速やかに、同封の「入金連絡票」に必
要事項をご記入の上、本実行委員会事務担当（総務課企画係）宛てにＦＡＸ等で
送付願います。

※同封の振込依頼書のご利用の有無にかかわらず、振込手数料が必要です。

　■法人（企業・団体）へのお願い（必須）
　企業・団体の場合は、事務処理上必要ですのでお手数ですが、寄附金の払い込み（振り
込み）とともに、同封の「入金連絡票」に必要事項をご記入の上、本実行委員会事務担当（総
務課企画係）宛てにＦＡＸ等で送付願います。

　【取扱金融機関】
○ゆうちょ銀行	 振替口座	 01790－７－141041
	 	 口座名義：佐世保工業高等専門学校

○親和銀行日宇支店	 普通預金	 3004088
	 	 口座名義：佐世保工業高等専門学校

　【参考】払込・振込手数料の例（銀行振込の振込手数料は親和銀行の例です。）

ゆうちょ銀行
（振 替口座）
への払込

同封の払込用紙について

同封の払込用紙は、窓口及びＡＴＭで利用できます。
同封の振込用紙をご利用になると払込手数料は不要です。（高専負担）

親和銀行
日宇支店
への振込

項　目 振込金額 親和銀行から
の振込手数料

他銀行からの
振込手数料 同封の振込用紙について

銀行窓口利用
３万円未満 315円 630円 同封の振込用紙は、銀

行窓口でのみ利用でき
ます。ＡＴＭの利用はで
きません。
同封の振込用紙のご利
用の有無にかかわらず
振込手数料はご負担願
います。

３万円以上 525円 840円

ATM
利用

現　金
３万円未満 105円 525円

３万円以上 315円 735円

通帳 ･
キャッシュカード

３万円未満
52円

315円

３万円以上 525円



9.　寄附金に対する税制上の優遇措置
　ご入金を確認後に本校からお送りする領収書を控除証明書としてご利用いただき、確定
申告により手続きをお取りください。

　（１）所得税
　所得税法上の寄附金控除の対象となる特定寄附金（所得税法第78条第２項第２号）及び
法人税法上の全額損金算入を認められる指定寄附金（法人税法第37条第３項第２号）とし
て財務大臣から指定されています。

【個人の場合】

〔その年に支出した特定寄附金の額の合計額〕―〔２千円〕＝〔寄附金控除額〕
※特定寄附金の額の合計額は所得金額の40％相当額が限度です。

【法人等の場合】

全額損金算入

　（２）個人住民税
　都道府県、市町村の条例で本校が寄附金税額控除の対象とされている場合、所得税の寄
附金控除に加えて、次のとおり住民税の控除が受けられます。

・都道府県民税の寄附金控除額＝〔控除対象寄附金の合計額－５千円〕×４％
・市区町村民税の寄附金控除額＝〔控除対象寄附金の合計額－５千円〕×６％

※控除対象寄附金の合計額が総所得金額の30％を上回る場合は、総所得金額の30％が
限度となります。

10.　ご厚意に対する感謝
　ご寄附いただいた全ての方の氏名、法人名等を「佐世保工業高等専門学校創立50周年記
念事業寄附者芳名録」に記して、本校の歴史に末永く留めさせていただきます。なお、建
設予定の記念会館内にその寄附者芳名録を掲示する予定です。

11.　寄附金に関するお問い合わせ先
〒857-1193　長崎県佐世保市沖新町１番１号

佐世保工業高等専門学校50周年記念事業実行委員会
事務担当　　総務課企画係
TEL 0956-34-8415　FAX 0956-34-8409

E-mai l　50k inen@post .cc .sasebo .ac . jp



50周年記念事業に関するお問い合わせ先

独立行政法人　国立高等専門学校機構
佐 世 保 工 業 高 等 専 門 学 校
50周年記念事業実行委員会　総務課企画係

〒857-1193　長崎県佐世保市沖新町１番１号
TEL 0956-34-8415　FAX 0956-34-8409
E-mail　50kinen@post.cc.sasebo.ac.jp

50周年記念会館（仮称）イメージ図


